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研究成果の概要： 

４度にわたり開催された東南アジア・イスラム学校の国際会議で強調された点は、イスラムの

教えを実行する形態は、教育分野においても複数の形態を取っており、東南アジア各国でもそ

の環境に合った状況を現地のムスリムが自発的に発展させたことである。この事は教育の分野

では、カリキュラムや、教員管理、財務などに現れている。その延長でフィリピンに伝播した

イスラム教の根源を１４世紀まで具体的に遡り、現代に至るイスラム教の解釈との違いを説明

した。一方、インドネシアでは、イスラム学校のカリキュラムを含む教育方針はインドネシア

独自のものが多く、その一方、現代教育の産業化と国際化に従ってイスラム教育も高度な設備

を備えた学校が登場する状態になっていることが報告された。平成２０年度は、イスラム学校

の生徒に対する世論調査（フィリピン・インドネシア）の結果を東京で開催した国際セミナー

で報告をうけ、議論した。フィリピンのムスリム生徒は際だって自らがムスリムであることを

教育に求めていたり、また、フィリピンとインドネシアの生徒の違いは、インドネシアがムス

リム大多数派としての意見である一方、フィリピンではムスリム少数派としての意見から来て

いるようであることが報告された。さらに、インドネシアにおけるイスラム過激運動の現状と、

過激な学校群の状況についても報告され、この会議には日本の中央省庁からの参加者も多く出

席した。 
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１．研究開始当初の背景 

米国における９１１事件の衝撃は世界の

目をイスラム社会に向かわせ、その見るレン

ズはテロ問題を前提にしたものもあった。同

時に東南アジアで頻発した爆弾テロや一般

市民を巻き込んだ襲撃事件などは、イスラム

教育機関がテロの温床であるかのような印

象をメディアに流布する結果となった。 

 

２．研究の目的 

この研究では、東南アジアに２億以上いる

ムスリムの子弟を教育するイスラム教育機

関の実態を調査することで、テロ問題という

一つの枠を超えた学術的なデータを積み重

ねること、さらにその分析を通じイスラム社

会が東南アジアでどのように定着していっ

たかを提示する。 

 

３．研究の方法 

この研究では、インドネシア、マレーシア、

フィリピンの３国に焦点を当て、それぞれの

国で活躍する研究者とともに現地調査を実

施し、その調査の成果を学会など公共な場所

で発表する。 

 

４．研究成果 

フィリピン、マレーシア、インドネシアの

３国のデータは概ね取得でき、それに基づい

て分析した論文も発表した。しかしインドネ

シアについては、国土の広さとイスラム学校

の多さの結果、一部のイスラム教育機関に関

しての調査・研究だけが可能であった。 
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